
（７）大洲・喜多ブロック（大洲市、内子町）

～産地づくり～

既存の主力品目の野菜等のほか、当地域を代表する落葉果樹（キウイフルーツ、ぶどう、くり、
かき等）の生産体制強化に加え、新たなマーケットの開拓など出口戦略を見据えた取組を進め、
産地ブランド力の向上に努めます。また、適地適作を基本とし、省力化や集約化を積極的に推進
し、収益性の高い品目導入や栽培技術の高位平準化を図り産地基盤を強化します。

～推進品目や産地づくりの方向～

〇県内有数の野菜産地の維持・発展
１ きゅうり出荷期間の延長
【取組】

①夏越し栽培の重要ポイントである定植直後の管理を徹底
②台風対策のソルゴーや病害虫抑制の防虫ネットを推進
③栽培講習会以外に個別巡回を強化（延べ90戸）

【成果】
①②高温対策・収穫延伸技術の導入状況

防虫ネット導入率：90％、銀黒マルチ導入率：40％
③夏季出荷量：730t（前年比92％）

２ 施設利用型高収益品目の生産安定
【取組】

①いちご育苗期における病気対策を重点的に指導
②コロナ禍で来園客が減少、直売仕向が増える観光いちご園の

品質向上対策
③いちご新規栽培を目指す若手農業者の育成
④国営事業で造成された優良農地を保全し、野菜への転作を推進

【成果】
①②いちご出荷量：140t（前年比102％）
②生育促進のための炭酸ガス発生装置の導入：１戸
③いちごでの新規就農：１戸
④中山間地域総合整備事業「内子地区」

農業用水利施設の老朽化対策及び新規水源整備：145,000千円

病害虫調査

○特色ある落葉果樹の産地力強化
１ シャインマスカット生産基盤強化と冬季販売の推進
【取組】

①開花異常症に対する耕種的対策の実施
②地元産直市での冬季シャインマスカット試験販売

【成果】
①支梗による房づくりで収量減を抑制
②高単価での試験販売で認知度向上（完売）

２ かきの早期出荷、高品質果実生産による産地力向上
【取組】

①刀根早生へのキュアリング推進、技術講習会の開催
②富有柿の輸出拡大

【成果】
①摘蕾講習会（4/26～5/6）、ｷｭｱﾘﾝｸﾞ講習会（6/8）での啓発

により、出荷を技術導入前（H29）より4日間前進させ、9月
出荷量割合を37％に向上

②香港への冷蔵富有輸出に向けたバイヤー招聘（11/16）
②輸出量：2ｔ（R２年度：2ｔ）

３ キウイフルーツの生産基盤強化
【取組】

①かいよう病発生状況調査の実施及び発生・拡大防止対策の指導
②受粉作業の省力化検討

【成果】
①管内の全園地（延べ439園地）を調査し、発生状況を把握・モ

ニタリング
②静電液体受粉の実証を行い、作業時間が89％短縮できることを

確認

冬のシャインマスカット

いちご苗の生育を確認

かきのせん定指導

炭酸ガス効果の確認



～地域づくり～

高齢化が進む中、多様な担い手を育成・確保するため、関係機関が連携したサポートチームの
活動を拡充し、新規就農研修や受入体制の充実・強化に取り組みます。荒廃農地の解消のため、
農地中間管理機構との連携により、担い手農家や農業法人への農地集積・集約化に向けたマッチ
ング活動を強化します。

さらに、儲かる農業の実現に向け、中山間地域での基盤整備による農地の集約化で生産性を向
上させ、省力化や高収益化を図るとともに、地域単位での営農承継を目的とした農事組合法人の
設立支援を通じて地域農業の維持・発展を目指します。

～推進対象や地域づくりの方向～

○就農サポート強化による新規就農者の確保・定着支援
１ 就農支援・サポート活動
【取組】

①就農希望情報の共有や研修体制支援策検討
②個別巡回による技術・経営指導

【成果】
①新規就農者：11人
①就農計画終了後、1人が認定農業者に認定
②就農計画目標達成度：89％

２ 若手農業者育成支援
【取組】

①認定農業者に対する農業経営研修の実施
②青年農業者が取り組むｽｷﾙｱｯﾌﾟのためのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ活動の支援

【成果】
①②認定農業者・青年農業者合同研修会を開催（2/24）

先輩農業者の指導

○担い手への農地集積による地域農業の体制づくり
１ 荒廃農地再生・流動化の推進
【取組】

①市町との情報共有
②法人等へのマッチング活動
③人・農地プラン集落座談会での周知・啓発
④葉たばこ廃作に係る対策協議

【成果】
①国営開発農地の作付け実態調査をもとにしたマッチング活動

（5/20、8/17、8/19、10/29）
②法人の野菜等の作付けで約4.9ha

（累計面積38.6ha）の荒廃農地が解消
③集落座談会（18地区：中心経営体103人参加）で担い手

の掘り起こし及び意識啓発
④葉たばこ廃作24人（約27ha）に対するアンケートの実施、

対策会議を２回開催（10/7、12/27）
④新規導入品目の栽培指導などの営農支援

２ 重点地区集落組織の活動支援
【取組】

①法人化に向けた勉強会・研修会の実施
②経営安定化の推進
③高収益品目の試験栽培の実施
④基盤整備を実施し担い手への農地集積を促進するため、

農地中間管理機構関連農地整備事業「野佐来地区」を推進
【成果】

①農事組合法人やさらいの設立（6/28）
②農業経営改善計画等の作成支援：8回
③薬用シソ実証栽培：6ａ
④「野佐来地区」の事業採択申請（R4～7年、7.4ha）

農事組合法人やさらい
の設立

サポートチームで支援策を協議

薬用シソの栽培実証

地権者と借り手を
マッチング



○鳥獣被害ゼロへ向けた取組
１ モデル集落での被害対策の徹底
【取組】

①地域体制づくりに向けた現状把握
②防護柵による「守り」、捕獲の「攻め」推進

【成果】
①要注意箇所を記した鳥獣害対策マップ作成
②防護柵設置：3,050ｍ（大洲市荒平）→ 設置後、被害ゼロ
②集落点検及び管理講習会（10/26）
②ICT捕獲罠の捕獲実証により8頭捕獲（10～2月）

ICT捕獲罠の運用協議

○農業生産活動の維持と集落機能強化、農村の防災・減災対策
【取組】

①日本型直接支払制度を活用し、農地等の保全管理に地域ぐるみ
で取り組む共同活動を支援

②農業用ため池の万が一の決壊に備え、防災重点ため池を優先
してハザードマップを作成

③防災重点ため池の改修や廃止を計画的に実施
【成果】

①多面的機能支払交付金
大洲市8,361千円、内子町：17,663千円

①中山間地域等直接支払交付金
大洲市：53,747千円、56組織,371ha
内子町：66,969千円、61組織,556ha

②農業用ため池ハザードマップ作成
大洲市：7箇所、内子町：7箇所

③農業用ため池改修・廃止等
大洲市：廃止１箇所

○県内有数の畜産産地の基盤強化
【取組】

①経営体質強化に資する補助事業等の活用を促進
②農家の環境保全・衛生管理の意識や技術向上
③飼料効率の向上、自給飼料生産拡大を推進
④畜産担い手に対する基本技術等の個別指導の実施

【成果】
①畜舎等の修改善：2戸
①あかね和牛受精卵購入：17卵、雌子牛の保留：2頭
②消毒用器材の導入：2戸
②畜産環境巡回指導の実施：46農家（大きな問題なし）
③自給飼料のヨトウ対策調査・指導等を実施

（3戸の農家で調査継続）
③飼料米、稲わらの利用（面積単位）

飼料米 R2：49.0ha⇒R3：49.5ha
稲わら R2：38.3ha⇒R3：37.9ha

④個別農業簿記記帳指導の実施：指導回数延べ20回
④酪連による農業簿記記帳講習会の実施：延べ11回

南予マルシェで販売

○地域農産物を活用した６次産業化の定着
【取組】

①一次産業女子グループ活動の支援
②6次産業化取り組み志向農家の育成

【成果】
①地元産品を使った加工品販売（7/8）
②養蚕農家へのプランナーを交えた事業計画作成支援：2回

集落多面的機能活動

あかね和牛母牛の改良推進

自給飼料
増産等の
技術指導

飼料イネ・
飼料米等の
利用推進

大洲産繭と
シルクシャンプー


